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「
オ
ペ
ラ
研
修
所
」

全

オ

ペ

ラ

界

の

要

訥

に

応

え

、

そ

の

協

力

の

も

と

に

今

年

度

よ

り

国

か

ら

の

助

成

を

受

け

て

「

オ

ペ

ラ

研

修

所

し

か

東

京

・

代

々

木

の

二

期

会

内

に

設

置

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

所

長

に

は

作

曲

家

の

圃

川

玖

磨

氏

を

逓

え

、

去

る

出

月

1

一

卜

七

日

に

は

、

安

嶋

禰

文

化

庁

長

官

は

じ

め

来

資

多

数

の

臨

席

の

も

と

に

、

第

一

期

研

修

生

の

入

所

式

が

行

わ

れ

ま

し

た

（

写

真

）

。顧

み

て

我

が

国

の

オ

ペ

ラ

は

、

わ

す

か

数

十

年

の

歴

史

の

な

か

で

、

先

入

の

た

ゆ

ま

さ

る

努

力

に

よ

っ

て

着

実

に

園

民

の

間

に

評

及

し

つ

つ

あ

り

ま

ず

か

、

最

近

国

に

お

い

て

も

オ

ペ

ラ

関

係

者

か

多

年

に

わ

た

っ

て

要

望

し

て

き

た

「

第

二

国

立

劇

場

」

の

設

立

お

よ

び

そ

れ

に

付

帯

す

る

オ

ペ

ラ

歌

手

C

ス

タ

ッ

フ

等

の

養

成

か

真

剣

に

検

討

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

い

っ

ぽ

う

オ

ペ

ラ

関

係

者

の

間

で

は

特

に

「

劇

場

」

設

立

に

先

き

立

ち

、

養

成

事

業

の

早

期

開

始

を

望

む

声

が

高

ま

っ

て

き

ま

し

た

。

当

研

修

所

は

こ

れ

ら

大

方

の

要

望

を

う

け

、

文

化

庁

の

助

成

を

得

て

創

設

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

、

ま

こ

と

に

圃

斯

的

意

義

を

有

す

る

試

み

と

し

て

各

方

面

よ

り

多

大

の

注

目

を

浴

び

て

お

り

ま

す

。

当

研

修

所

は

と

り

あ

え

ず

、

最

初

の

事

業

と

し

て

オ

ペ

ラ

歌

手

養

成

を

行

う

こ

と

と

し

て

、

オ

ペ

ラ

又

は

声

楽

の

基

礎

的

熊

力

を

有

す

る

者

に

対

し

て

と

一

年

間

オ

ペ

ラ

に

関

す

る

専

門

的

、

実

際

的

教

育

を

組

織

的

、

系

統

的

に

行

う

た

の

、

オ

ペ

ラ

歌

手

研

修

生

（

第

一

河

内

正

三

ニ
オ
ペ
ラ
研
修
所
ボ
務
局
に

の
発
足
と
そ
の
事
業

期

生

）

を

募

集

し

ま

し

た

。

募

集

入

員

は

約

十
名
、
応
募
資
格
は
大
学
院
修
士
課
程
（
声
~

楽

専

攻

）

修

了

程

度

の

実

力

を

有

し

、

原

則

と

し

て

三

十

歳

以

下

の

者

と

し

ま

し

た

か

、

ー

ニ

月

十

九

日

の

申

込

万

切

ま

で

に

四

十

九

名

の

応

募

者

を

得

て

、

二

月

二

十

二

日

よ

り

，

一

十

九

日

ま

て

の

間

に

二

次

に

わ

た

る

試

験

を

行

っ

た

結

果

、

ソ

プ

ラ

、

／

二

名

、

メ

ゾ

゜

ソ

プ

ラ

J

]

名

、

テ

ノ

ー

ル

ニ

名

、

バ

リ

ト

ン

i

二

名

、

バ

ス

．

二

名

以

上

計

十

一

名

か

合

格

者

と

決

定

し

ま

し

た

。

＂

合

格

者

の

そ

れ

ぞ

札

が

す

へ

て

高

水

準

の

素

質

を

有

す

る

入

々

で

あ

る

こ

と

は

、

全

試

験

委

員

の

一

致

し

た

見

解

で

あ

り

、

将

米

研

修

所

を

巣

立

っ

た

後

の

活

躍

か

大

い

に

期

待

さ

九

る

新

入

た

ち

で

あ

る

こ

と

に

、

関

係

者

一

同

心

か

ら

喜

び

合

っ

た

次

第

で

あ

り

ま

す

。授

業

は

毎

週

火

、

木

、

土

曜

日

の

午

前

十

時

三

Q

分

よ

り

午

後

四

時

三

0
分

ま

で

、

オ

ペ

ラ

泊

技

表

現

法

（

｛

閲

技

実

習

）

、

総

合

演

習

（

コ

レ

ペ

テ

ィ

ツ

ィ

オ

ン

、

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

、

演

技

表

現

）

‘

身

体

表

現

術

基

礎

（

身

体

、

言

語

）

、

実

習

（

試

演

会

、

公

演

参

加

）

な

ど

の

研

修

課

程

を

履

修

さ

せ

る

た

め

、

朝

比

奈

隆

、

山

田

一

雄

、

森

正

、

若

杉

弘

、

飯

守

泰

次

郎

、

ニ

コ

ラ

。

ル

ッ

チ

氏

ら

の

指

揮

者

、

千

田

是

也

、

栗

山

昌

良

、

観

世

栄

夫

、

鈴

木

敬

介

、

佐

藤

信

氏

ら

の

演

出

家

、

清

水

脩

‘

園

伊

玖

磨

氏

ら

の

作

曲

家

、

中

山

悌

一

、

畑

中

良

軸

氏

ら

の

声

楽

家

、

西

田

晃

、

花

柳

芳

次

郎

氏

ら

の

舞

踊

家

等

々

r

我

が

国

芸

術

界

の

第

一

線

で

活

躍

す

る

豪

華

多

彩

な

講

師

陣

を

当

て

て

い

る

こ

と

に

も

、

こ

の

研

修

所

の

特

色

が

う

か

か

わ

れ

る

で

あ

り

ま

し

ょ

う

。

さ

ら

に

ま

た

僅

か

十

一

名

の

研

修

生

に

対

し

て

そ

の

数

倍

に

あ

た

る

講

師

に

よ

る

マ

ン

。

ツ

ー

]

マ

ン

方

式

に

よ

る

密

度

の

高

い

授

巣

は

、

学

校

教

育

で

は

見

ら

れ

ぬ

独

自

性

を

持

つ

も

の

で

あ

り

ま

す

。

歌

唱

、

演

技

能

力

の

開

発

は

も

と

よ

り

の

こ

と

な

か

ら

、

深

い

教

養

と

高

い

識

見

の

沿

養

に

つ

と

め

、

単

な

る

歌

い

手

の

域

を

越

え

た

真

の

芸

術

家

を

創

り

出

す

こ

と

か

研

修

所

の

目

途

で

あ

る

か

ら

に

は

、

一

見

贅

沢

と

さ

え

思

え

る

こ

の

よ

う

な

研

修

事

業

も

ま

た

必

要

不

可

欠

の

布

石

と

し

て

認

め

ら

れ

る

こ

と

を

信

じ

て

疑

い

ま

せ

ん

。

た

だ

い

さ

さ

か

の

懸

念

は

、

こ

れ

ら

研

修

生

が

将

来

に

お

い

て

そ

の

研

修

成

果

を

十

分

に

発

揮

し

得

る

舞

台

と

し

て

の

第

二

国

立

劇

場

の

建

設

計

画

の

進

展

状

況

で

あ

り

ま

す

が

、

他

方

こ

の

研

修

事

業

の

成

果

が

、

あ

る

い

は

「

―

一

国

」

早

期

実

現

の

導

火

線

と

な

り

得

る

や

と

の

期

待

に

、

わ

れ

わ

れ

研

修

所

関

係

者

は

創

草

期

の

労

苦

に

も

め

げ

ず

、

研

修

所

の

健

全

な

運

営

と

そ

の

発

展

の

た

め

に

努

力

す

る

決

意

を

固

め

て

お

り

ま

す

。住

所

〒
151
渋

谷

尻

代

々

木

一

丁

目

五

八

番

一

三

号

電

話
(
O三）
ー

三

七

O
I六四四
一
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年

間

購

読

料

ヽ

八

0
0
円

定

価

・

一

五

0
円
（
送
料
二
九
円
）

L-

八

月

号

印 営本、胃畠柚i----]  
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表地 l2 番

ー号←喜

昭
和
五
十
一
年
四
月

文

化

株

式

会

社

庁

ぎ

ょ

う

せ

い

願

文
化
庁
広
報
砧
「
文
化
庁
月
報
」
を
旬
号
御

愛
読
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
誌
は
、
文
化
庁
施
設
の
正
確
な
広
報
を
目

的
と
し
て
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
般

読
者
か
ら
の
購
読
の
御
要
望
が
多
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
応
え
る
べ
く
市

販
を
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
定
価
一
部
一
九

0
円
と
し
、

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
か
ら
鉦
月
．
一
卜
丘
日
に

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
間
購
読
を

ご
希
望
の
方
は
、
一
、
八

0
0
円
（
〒
共
）
を

添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
（
申
し
込
み
は
本

誌
そ
う
入
の
枷
見
口
用
紙
に
て
「
き
ょ
う
せ
い
」

あ
て
お
顧
い
い
た
し
ま
す
）
。

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
充
実
を
図
り
、
読
み
易
く
、
か
つ
参
名
と
な

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

な
に
と
ぞ
引
続
き
本
誌
を
御
愛
読
賜
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お

し‘
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